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も
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い
る
限
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こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
に
と
も
な
い
、
総
会
に
て
新
し
く
会
長

に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
前
会
長
の
二
十
四
年
間
に
わ
た
る
ご
活
躍
の
中
で
、
今
日

ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
（
以
下
「
同
関
協
」）

の
歩
み
を
考
え
る
と
、「
私
の
よ
う
な
も
の
で
務
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
大
役
を

仰
せ
つ
か
っ
た
も
の
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
事
を
少
し
書
か
せ
て
い
た
だ
く
と
、
当
寺
は
、
阿
蘇
外
輪
山
の
は
ず
れ

か
ら
九
州
脊
梁
山
脈
を
眼
前
に
、
宮
崎
県
と
の
県
境
に
至
る
海
抜
五
百
メ
ー
ト
ル

の
、過
疎
・
高
齢
・
少
子
化
の
進
む
山
里
に
あ
り
ま
す
。
隣
接
す
る
被
差
別
部
落
は
、

県
下
で
も
非
常
に
貧
し
く
厳
し
い
差
別
の
現
実
を
背
負
わ
さ
れ
た
村
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
差
別
を
克
服
す
る
た
め
の
解
放
教
育
、
解
放
運
動
の
高
ま
り
の
中
か
ら

隣
保
館
、
住
宅
整
備
、
親
の
就
業
保
障
と
子
ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た
め
の
児
童

館
、保
育
園
建
設
に
よ
る
就
学
前
同
和
教
育
等
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、「
自

分
た
ち
の
村
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
も
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
。
町
全
体
が
よ
く
な

ら
な
け
れ
ば
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
」
と
い
う
解
放
理
論
の
中
か
ら
、
近
隣
を
も

取
り
巻
く
農
業
用
水
、
通
学
道
路
の
整
備
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
事
業
が
行
わ

れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

親
鸞
聖
人
の
教
え
を
発
信
し
、
釈
迦
の
教
え
に
よ
り
弥
陀
の
本
願
に
生
き
る
道

場
で
あ
る
と
い
う
思
い
で
、
寺
に
帰
っ
て
三
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
ほ
ぼ
時
を
同

じ
く
し
て
、
児
童
館
の
指
導
員
と
な
り
、
解
放
子
ど
も
会
、
識
字
学
級
等
に
携
わ

り
、
差
別
の
現
実
に
学
ぶ
こ
と
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
同
関
協
」
の
皆

さ
ん
と
出
会
い
、親
鸞
聖
人
の
説
か
れ
た
本
願
念
仏
の
教
え
こ
そ
差
別
を
克
服
し
、

人
間
解
放
の
道
し
る
べ
で
あ
る
と
、「
御
同
朋
・
御
同
行
」
の
交
わ
り
を
通
し
て
、

我
が
身
を
確
か
め
共
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
発
会
に
つ
い
て
の
趣
意
書
」
に
は
「
吾
宗
門

内
に
あ
り
ま
し
て
も
、
と
く
に
同
和
関
係
寺
院
が
、
今
こ
そ
相
提
携
し
て
、
こ
の

完
全
解
放
が
達
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
、
真
剣
に
結
集
し
、
そ
の
運
動
の
展
開
に
遇
進

し
な
け
れ
ば
、
宗
門
人
と
し
て
は
勿
論
、
宗
祖
聖
人
の
念
仏
の
教
す
ら
失
わ
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
一
日
も
早
く
完
全
に
解
放
で
き
る
社
会
を
念
じ
こ
こ
に

協
議
会
を
新
た
に
発
足
さ
せ
て
参
り
た
い
所
以
で
も
あ
り
ま
す
」（
昭
和
四
十
九

年
九
月
六
日
）
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
ど
も
の
原
点
で
も
あ

り
ま
し
ょ
う
。

　

月
日
の
流
れ
の
中
で
、
部
落
差
別
の
現
実
が
見
え
に
く
く
な
り
内
在
化
し
て
い

る
今
日
で
も
あ
り
ま
す
。
宗
門
内
に
あ
っ
て
も
、
難
波
別
院
輪
番
差
別
事
件
、
他

い
く
つ
も
の
差
別
事
件
を
起
こ
し
て
、
糾
弾
を
受
け
続
け
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
よ
う
と
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
同
関
協
」
の
中
に
お
い
て
は
、
武
内

了
温
師
の
願
い
と
運
動
を
継
承
し
て
き
た
こ
と
を
見
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
同

関
協
」
が
発
会
し
て
、
四
十
年
と
い
う
時
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
自
ら
に
与
え
ら

れ
た
立
場
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
も
あ
り
ま
す
。会
員
の
皆
様
方
の
ご
教
示
、

ご
指
導
と
合
わ
せ
て
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会

会
長
　
菊 

池 

成 

明
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厳
し
い
暑
さ
で
あ
っ
た
今
年
の
夏
。
早
く
涼
し
く
な
ら
な
い
か
と
思
っ
た
こ
と

で
し
た
。
冬
と
な
り
寒
く
感
じ
ま
す
と
、
暑
い
夏
は
良
か
っ
た
と
思
う
勝
手
な
自

分
で
す
。
自
分
の
都
合
に
よ
っ
て
長
く
な
っ
た
り
、
短
く
な
っ
た
り
、
損
か
得
か
、

本
当
か
う
そ
か
、
ど
う
で
も
良
い
か
ど
う
か
を
瞬
時
に
判
断
す
る
「
も
の
さ
し
」

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
自
分
が
、
こ
の
度
「
副
会
長
」
と
い
う
重
役
に
推
挙
さ
れ
た
時
、
自
分
に

で
き
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
毎
夏
、
桑
名
別
院
の
暁
天
講
座
の
開
始
の
時
皆

で
読
み
上
る
清
沢
満
之
先
生
の
﹃
絶
対
他
力
の
大
道
﹄
の
一
文
が
頭
に
浮
か
び
ま

し
た
。自

己
と
は
他
な
し
、
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
し
て
任
運
に
法
爾
に
、
此
の

現
前
の
境
遇
に
落
在
せ
る
も
の
、
即
ち
是
な
り
。

只た

だ
夫そ

れ
絶
対
無
限
に
乗
托
す
。
故
に
死
生
の
事
、亦ま

た
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
。

死
生
尚
ほ
且
つ
憂
ふ
る
に
足
ら
ず
、
如
何
に
況
ん
や
之
よ
り
而
下
な
る
事
項

に
於
い
て
を
や
。
追
放
可
な
り
。
獄
牢
甘
ん
ず
べ
し
。
誹
謗
擯ひ

ん
せ
き斥

許き
ょ

多た

の
凌

辱
豈あ

に
意
に
介
す
べ
き
も
の
あ
ら
ん
や
。
我
等
は
寧む
し

ろ
、
只ひ
た
す
ら管
絶
対
無
限
の

我
等
に
賦
与
せ
る
も
の
を
楽
し
ま
ん
か
な
。

で
す
。
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
副
会
長
と
し
て
、
前
役
員
の
後
姿
を
た
ど
り
、

現
実
に
眼
を
向
け
、
身
体
を
運
び
、
会
長
を
補
佐
し
役
を
勤
め
た
く
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
三
役
（
会
計
）
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
戸
惑
い

を
隠
せ
な
い
の
が
偽
ら
ざ
る
心
境
で
す
。

　

部
落
差
別
問
題
も
以
前
と
違
い
表
面
化
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、「
部
落
差

別
は
な
く
な
っ
た
」
と
か
、「
時
代
遅
れ
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
識
の
低
下
が
如

実
に
表
れ
て
い
る
今
現
在
を
、
ど
う
打
開
し
た
ら
い
い
の
か
。

　
「
同
関
協
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
し
続
け
る
こ
と
が
い
い
の
か
。

今
、「
最
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
」
を
模
索
し
、
新
た
な

活
動
を
生
み
だ
す
べ
き
で
は
な
い
か
・
・
・
。

　

一
会
員
と
し
て
「
同
関
協
」
に
何
を
望
ん
で
活
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一

体
ど
ん
な
活
動
を
し
、
何
が
で
き
て
何
が
で
き
て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。

　

様
々
な
思
い
が
駆
け
巡
り
、
迷
っ
て
い
ま
す
が
、
被
差
別
部
落
に
生
を
受
け
た

私
の
念
願
で
あ
る
「
差
別
に
泣
き
、
苦
し
み
、
悩
む
人
が
い
な
い
世
の
中
（
安
住

の
世
界
）」
の
た
め
に
、
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
重
責
の
任
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
の
力
強
い
御
支
援
・
御
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会

副
会
長
　
三 

好 

龍 

温
　

真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会

会
計
　
川 

端 

裕 

敬
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2013年度「同関協」事業計画
2013年
７月８日	 会計監査
７月17日	 2013年度総会
	 13時30分　開会
　《議案》	 	 1　2012年度事業報告
	 	 2　2012年度決算承認の件
	 	 3　監査報告
	 	 4　任期満了に伴う役員選出について
	 	 5　2013年度事業計画（案）承認の件
	 	 6　2013年度予算承認の件
	 	 7　その他
	 15時30分　内局懇談
	 17時　　　閉会
	 18時　　　懇親会
７月18日	 第1回常任・専門委員会
	 2013年度事業計画について
８月２日	 朝野温知氏33回忌法要
	 場所　信楽会館（滋賀県長浜市）
10月９日	 ＜同朋三者懇＞
	 場所　本願寺派広島別院
	 ◇各ブロック協議会《年２回》（上半期）
	 ◇ 聞き取り調査（全５ヶ寺）
	 　＜東北・東海・近畿・九州＞
	 ◇『同関協だより』
	 　第49号 発刊2013年12月
2014年
１月上旬	 第2回常任・専門委員会
	 　2013年度上半期事業報告及び反省
	 　2013年度下半期事業計画について
２月上旬	 2013年度現地研修会
	 　訪問地：沖縄　「島差別」
６月中旬	 第3回常任・専門委員会
	 　2013年度の事業の反省
	 　2014年度事業計画について
	 　2014年度総会について
	 ◇各ブロック協議会（下半期）
	 ◇『同関協だより』
	 　第50号 発刊2014年 5月
※必要に応じて、三役会を開催する。
※『同関協だより』編集会議は、各号につきそれぞれ3回
の編集会議を開催する。

2012年度事業報告
2012年

７月９日	 2011年度の監査

	 18日	 2011年度総会

	 19日	 第1回　常任・専門委員会

８月28日	 第1回　三役会

９月11日	 第1回　出版委員会

10月15～16日　現地研修会（兵庫県宍粟市）

11月７日	 第2回　出版委員会

	 12日	 聞き取り　（京都教区丹波３組明福寺）

	 13日	 第2回　三役会

	 17日	 第1回　近畿ブロック

12月10日	 第1回　東海ブロック

	 11日	 第1回　九州ブロック

	 12日	 第2回　近畿ブロック

	 13日	 第3回　出版委員会

	 21日	 聞き取り　（三重教区中勢1組西教寺）

2013年

１月30日	 第2回常任・専門委員会

	 31日	 同関協だより第４７号発行

２月１日	 同朋三者懇　（福山）

	 25～26日　聞き取り（鹿児島教区北薩組勝蓮寺）

５月22日	 拡大三役会　於：第１会議室

	 23日	 聞き取り（長崎教区第２組相善寺）

	 16日	 聞き取り（京都教区近江第２組笠堂寺）

６月３日	 同朋三者懇　（尾道）

	 21日	 第３回常任・専門委員会

	 	 下半期ブロック協議会　

	 	 　・近畿ブロック　３月６日（3回）

	 	 　・東海ブロック　４月22日（2回）

	 	 　・九州ブロック　４月26日（2回）

	 	 同関協だより第４８号発行（5月末）

７月８日	 2012年度会計監査

	 17日	 2013年度総会　宗務所３Ｆ

	 18日	 2013年度常任・専門委員会
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２０１２年度真宗大谷派同和関係寺院協議会決算書

自2012年７月１日
至2013年６月30日

	 歳入の部	 4,258,519 円
	 歳出の部	 3,951,352 円
	 	 307,167 円	 通帳残高

歳　入　の　部

項 目 項目 予算額 収入額 比較増減 備考

1 1 会　　　費 240,000 219,000 △ 21,000 73ヶ寺（＠3,000）

2 1 本山助成金 3,080,000 3,494,200 ▲ 414,200

3 1 繰　越　金 545,198 545,198 △ 0 前年度より繰越金

4 1 雑　収　入 4,802 121 △ 4,681

合　　計 3,870,000 4,258,519 ▲ 388,519

歳　出　の　部

項 目 項目 予算額 支出額 比較増減 備考

1 会　議　費 2,000,000 2,046,541 ▲ 46,541

1 総　会　費 630,000 749,321 ▲ 119,321

2 三役・常任・
専門委員会費 1,340,000 1,267,360 △ 72,640

3 会計監査費 30,000 29,860 △ 140

2 通　信　費 20,000 0 △ 20,000

1 通　信　費 20,000 0 △ 20,000

3 事　業　費 1,490,000 1,631,991 ▲ 141,991

1 組織拡充費 500,000 365,931 △ 134,069 現地研修会

2 会　報　費 590,000 782,340 ▲ 192,340 同関協だより・出版
委員会・原稿料

3 調　査　費 400,000 483,720 ▲ 83,720 現地調査

4 ブロック活動
助成費 320,000 262,500 △ 57,500

1 ブロック活動助成費 320,000 262,500 △ 57,500 ブロック協議会助成

5 予　備　費 40,000 10,320 △ 29,680

1 予　備　費 40,000 10,320 △ 29,680 ゴム印・土産代

合　　計 3,870,000 3,951,352 ▲ 81,352

２０１３年度真宗大谷派同和関係寺院協議会予算書

自2013年７月１日
至2014年６月30日

	 歳入の部	 3,630,000 円
	 歳出の部	 3,630,000 円

歳　入　の　部

項 目 項目 予算額 前年度予算額 比較増減 備考

1 1 会　　　費 240,000 240,000 △ 0 80ヵ寺（＠3,000*80）

2 1 本山助成金 3,080,000 3,080,000 △ 0

3 1 繰　越　金 307,167 545,198 ▲ 238,031 前年度より繰越金

4 1 雑　収　入 2,833 4,802 ▲ 1,969

　 　 合　　計 3,630,000 3,870,000 ▲ 240,000

歳　出　の　部

項 目 項目 予算額 前年度予算額 比較増減 備考

1 　 会　議　費 1,930,000 2,000,000 ▲ 70,000

　 1 総　会　費 630,000 630,000 △ 0

　 2 三役・常任・
専門委員会費 1,280,000 1,340,000 ▲ 60,000

　 3 会計監査費 20,000 30,000 ▲ 10,000

2 　 通　信　費 0 20,000 ▲ 20,000 廃目

　 1 通　信　費 0 20,000 ▲ 20,000

3 　 事　業　費 1,340,000 1,490,000 ▲ 150,000

　 1 組織拡充費 400,000 500,000 ▲ 100,000 現地研修会

　 2 会　報　費 590,000 590,000 △ 0 同関協だより

　 3 調　査　費 350,000 400,000 ▲ 50,000 同朋三者懇参加助成
金

4 　 ブロック活動
助成費 320,000 320,000 △ 0

　 1 ブロック活動助成費 320,000 320,000 △ 0 4 ブロック× 2回

5 　 予　備　費 40,000 40,000 △ 0

　 1 予　備　費 40,000 40,000 △ 0

　 　 合　　計 3,630,000 3,870,000 ▲ 240,000
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同
関
協
が
変
わ
る
？

　

今
年
、
私
は
「
不
惑
」
と
呼
ば
れ
る
年
に
な
っ
た
。
来
年
は
い
よ
い
よ
バ
カ
ボ

ン
の
パ
パ
と
同
い
年
に
な
る
。
し
か
し
、
十
五
歳
で
「
志
す
」
こ
と
な
く
来
て
い

る
の
で
、
ま
だ
ま
だ
惑
い
の
中
に
い
る
。

　

そ
し
て
、
来
年
、
不
惑
を
迎
え
る
組
織
が
あ
る
。
真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院

協
議
会
（
以
下
、「
同
関
協
」）
で
あ
る
。
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
年
）
十
月

二
十
三
日
、
枳
殻
邸
に
お
い
て
発
会
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
設
立
に

関
わ
り
、
尽
力
な
さ
れ
た
西
川
義
愃
氏
や
吉
田
証
氏
な
ど
、
す
で
に
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
諸
先
輩
も
多
く
、
現
在
の
会
員
に
は
そ
の
子
供
の
世
代
、
孫
の
世
代

へ
と
替
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

設
立
四
十
年
を
前
に
、「
同
関
協
」
は
大
き
な
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

　

一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
年
）
に
、
当
時
の
内
局
に
対
し
て
出
さ
れ
た
「
三

要
求
」
が
あ
る
。

　
　
　

一
、
宗
政
の
責
任
に
お
い
て
、
同
和
関
係
寺
院
の
実
態
調
査
を
実
施
せ
よ
。

　
　
　

二
、
全
教
区
に
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
を
設
置
せ
よ
。

　
　
　

三
、「
特
措
法
」
に
準
拠
し
、
宗
費
、
経
常
費
等
の
納
金
を
半
額
と
し
、

　
　
　
　
　

教
化
指
導
費
を
支
給
せ
よ
。

　

こ
れ
ら
の
「
三
要
求
」
は
当
時
と
し
て
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

れ
だ
け
の
要
求
を
出
せ
る
熱
気
が
「
同
関
協
」
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
「
同
関
協
」
は
解
放
運
動
推
進
本
部
に
ま
か
せ
っ
き
り
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宗
門
の
動
き
に
合
わ
せ
な
が
ら
、
そ
の
独
自

性
が
発
揮
出
来
な
い
。
そ
れ
故
に
、
宗
門
内
外
へ
意
見
の
発
信
が
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
存
続
す
べ
き
か
が
“
今
”
問
わ
れ
て
い
る
。

　

今
、「
三
要
求
」
に
つ
い
て
改
め
て
鑑
み
る
と
、
第
一
の
同
和
関
係
寺
院
の
実

態
調
査
は
二
〇
〇
五
年
に
行
わ
れ
、二
〇
〇
九
年
に
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、「
同
関
協
」
の
現
地
研
修
は
「
仲
間
お
こ
し
」
と
称
さ
れ
、
実
態
調
査

の
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
を
見

出
す
機
会
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
「
同
関
協
」
全
体
の
共
通
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
実
態
調
査
は
な

さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
「
同
関
協
」
の
活
動
に
生
か
す
の
か
を
考

え
て
ゆ
く
こ
と
が
、
今
後
の
活
動
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

同
関
協
の
会
員
と
し
て
知
っ
た
こ
と
、
目
に
し
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
な
ど
、
思
う
ま
ま
表
現
し
て
い
く
編
集
委
員
の
連
載
企
画
。
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第
二
の「
同
関
協
」の
設
置
は
長
浜
教
区
に
の
み
設
置
さ
れ
た（
現
在
は
消
滅
）。

そ
れ
に
変
わ
っ
て
現
在
は
関
東
、
東
海
、
近
畿
、
九
州
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
教
区
に
は
同
和
協
議
会
（
名
称
が
変

更
さ
れ
て
い
る
教
区
も
あ
る
）
が
設
置
さ
れ
、
ど
ち
ら
に
も
関
わ
っ
て
い
る
会
員

は
お
ら
れ
る
が
、教
区
に
よ
っ
て
は
同
和
協
議
会
に
関
わ
っ
て
い
て
も
「
同
関
協
」

の
会
員
に
な
っ
て
お
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
し
、
こ
の
反
対
の
場
合
も
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
教
区
に
部
落
差
別
問
題
に
取
り
組
む
組
織
は
あ
る
が
、

「
同
関
協
」
と
密
接
な
連
携
が
取
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
全
国
に
ま
た
が
る

組
織
と
し
て
、「
同
関
協
」
が
そ
の
役
割
を
担
え
る
よ
う
、
今
後
は
教
区
と
の
連

携
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
三
要
求
の
第
三
は
「
特
措
法
」
が
切
れ
た
現
代
に
お
い
て
、
も
っ
と

も
見
直
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
被
差
別
部
落
に
お
い
て

経
済
・
財
的
状
況
が
安
定
し
た
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
、
何
ら
対
応
策
が
な
い

ま
ま
、
問
題
が
潜
在
化
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
同
関
協
」
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
今
後
も
全
宗
門
の
問
題
と
し
て
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

部
落
差
別
問
題
は
被
差
別
部
落
を
抱
え
る
寺
院
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
教
化

基
本
条
例
に
「
自
ら
の
課
題
」
と
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
全
宗
門

人
と
し
て
の
問
題
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「「
同
関
協
」
っ
て
何
？
」
と
い
う
声
も

聞
く
。
発
足
当
時
は
対
外
的
に
も
活
動
し
て
き
た
も
の
が
、
現
在
は
内
向
き
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
い
や
、
内
向
き
で
す
ら
な
く
、
他
人
任
せ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
。「
誰
か
が
や
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
他
人
任
せ
の
気
持
ち
が
会
員
自
身
の
中
に

あ
る
の
は
、「
三
要
求
」
を
再
考
す
る
時
期
に
来
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
何
ら
新

た
な
要
求
や
提
案
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
状
に
安
穏
と
し
て
い
る
こ
と
に
現
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
会
員
一
人
一
人
の
思

い
を
明
確
に
し
、
個
々
の
自
立
す
る
心
が
“
今
”
求
め
ら
れ
て
い
る
。「
同
関
協
」

規
定
前
文
に
あ
る
「
そ
の
差
別
か
ら
の
解
放
を
自
ら
の
課
題
と
す
る
」。
こ
の
言

葉
を
我
々
は
重
く
受
け
止
め
、「
同
関
協
」
の
あ
り
方
が
変
わ
れ
る
か
ど
う
か
が

問
わ
れ
て
く
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
「
同
関
協
」
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
考
え
て
ゆ
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後
、
解
放
運
動
推
進
本
部
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
保
ち
活
動
を
し
て
ゆ
く
の
か
、
外
郭
団
体
と
し
て
独
立
し
、
四
十
周
年
を
機

に
新
た
に
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
か
を
考
え
る
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

　

節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
我
々
は
「
同
関
協
」
と
い
う
組
織
の
発
展
的

解
消
と
い
う
目
標
を
見
据
え
、
新
し
い
組
織
へ
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
編
集
委
員 

吉
田 

剛
）

「同関協」発会の枳穀邸
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二
〇
一
三
年
八
月
二
日
、
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
滋
賀

県
長
浜
市
木
之
本
町
広
瀬
に
あ
る
信
楽
会
館
に
お
い

て
、
朝
野
温
知
氏
三
十
三
回
忌
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
な
ら
、
来
年
が
三
十
三
回
忌
の
年
に
な
る
の

で
す
が
、
お
連
れ
合
い
の
ク
ニ
さ
ん
が
ご
高
齢
で
体
調

の
心
配
も
あ
り
、
一
年
早
め
て
の
お
勤
め
で
し
た
。

　

満
堂
の
本
堂
に
は
、
体
調
不
良
で
お
参
り
す
る
こ
と

が
か
な
わ
な
か
っ
た
ク
ニ
さ
ん
の
お
姿
は
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
信
楽
会
館
建
立
に

関
わ
ら
れ
た
方
々
、
先
生
と
と
も
に
活
動
を
さ
れ
た

方
々
、
宗
派
か
ら
も
奥
林
曉
本
部
長
を
は
じ
め
解
放
運

動
推
進
本
部
の
全
職
員
が
、
そ
し
て
同
和
関
係
寺
院
協

議
会
の
会
員
ら
約
五
十
名
が
参
集
し
、同
関
協
会
員
で
、

阿
弥
陀
経
、
正
信
偈
、
御
文
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

勤
行
後
、
朝
野
先
生
が
執
筆
さ
れ
た
提
言
「
同
朋
教

団
の
建
設
を
訴
え
る
」
の
抜
粋
を
吉
田
佑
樹
本
部
要
員

が
朗
読
し
、
つ
づ
い
て
片
山
寛
隆
前
会
長
の
感
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

茶
話
会
の
場
で
は
、
信
楽
会
館
を
中
心
に
差
別
と

闘
っ
た
酒
井
さ
ん（
写
真
）か
ら
当
時
の
思
い
出
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
エ
ピ
ー
ソ
ド
に
、
戦
後
の

無
政
府
状
態
に
あ
っ
た
中
で
、
木
之
本
駅
で
起
こ
っ
た

私
服
警
官
に
よ
る
部
落
出
身
青
年
へ
の
暴
力
事
件
が
あ

り
ま
す
。
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「
乗
車
券
を
買
う
た
め
に
並
ん
で
い
る
行
列
の
中
に
、
少
し
頭
の
お
か
し

い
地
区
の
若
者
が
行
列
に
割
り
込
ん
だ
の
を
、
警
戒
に
来
て
い
た
木
之
本
署

の
私
服
が
引
き
ず
り
だ
し
て
こ
づ
き
ま
わ
す
の
で
、
見
か
ね
た
泉
君
が
口
を

出
し
た
こ
と
か
ら
取
っ
組
み
合
い
と
な
っ
て
、
力
の
強
い
泉
君
に
私
服
が
だ

い
ぶ
ん
痛
い
目
に
あ
わ
さ
れ
た
。
泉
君
は
、
彼
が
警
官
だ
と
い
う
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
取
っ
組
み
の
間
に
破
れ
た
服
を
着
替
え
る
つ
も
り
で
そ

の
場
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
て
歩
き
出
し
た
と
こ
ろ
を
、
背
後
か
ら
ピ
ス
ト
ル

を
発
射
さ
れ
た
。
さ
い
わ
い
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、い
っ
た
ん
家
に
戻
り
、

服
を
着
替
え
て
出
な
お
し
た
と
こ
ろ
を
路
上
で
逮
捕
さ
れ
、
手
錠
を
か
け
ら

れ
た
う
え
に
縛
っ
て
拘
引
さ
れ
た
。
そ
れ
に
憤
慨
し
た
住
民
た
ち
が
、
そ
の

晩
、
区
民
大
会
を
開
き
、
そ
の
翌
早
朝
、
火
の
見
や
ぐ
ら
の
警
鐘
を
合
図
に

集
合
し
て
木
之
元
署
ま
で
デ
モ
を
行
い
、
取
り
巻
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時

に
は
、
す
で
に
警
察
の
方
は
非
番
と
近
隣
の
各
署
か
ら
三
十
数
名
の
警
官
を

動
員
し
て
群
衆
を
追
い
ち
ら
し
、
白
昼
ピ
ス
ト
ル
を
乱
射
し
た
こ
と
と
、
話

せ
ば
お
と
な
し
く
同
行
し
た
に
違
い
な
い
者
を
路
上
で
手
錠
を
か
け
、
ガ
ン

ジ
ガ
ラ
メ
に
縛
っ
て
連
行
し
た
行
為
に
対
す
る
抗
議
と
、
即
時
釈
放
を
要
求

す
る
た
め
に
、
署
内
に
川
筋
隆
盛
と
い
う
消
防
班
長
と
私
は
、
そ
の
ま
ま
拘

引
さ
れ
て
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
。」（「
宗
教
に
差
別
の
な
い
世
界
を
求
め
て

─
朝
野
温
知
遺
稿
集
（
下
）
─
」
東
本
願
寺
出
版
）

　

こ
の
事
件
が
木
之
元
署
に
お
い
て
部
落
問
題
に
つ
い
て
の
講
義
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
広
瀬
地
区
で
行
わ
れ
て
き
た

運
動
の
歴
史
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
朝
野
先
生
の
娘
・
早
川
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
き
ま
し

た
。「
信
楽
会
館
に
多
く
の
同
朋
の
皆
さ
ま
が
集
ま
り
、
三
十
三
回
忌
の
法

要
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」。
涙
ま
じ
り
の
言

葉
に
、
堂
内
に
は
当
時
を
思
い
起
こ
し
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
三
日
、
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
は
結
成

四
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
朝
野
温
知
先
生
の
協
議
会
開
設
に
至
る
思
い
を
、

会
員
で
あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
受
け
止
め
伝
え
て
い
く
の
か
、
法

要
に
お
参
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
改
め
て
問
わ
れ
る
暑
い
夏
の
一
日
で
あ
り

ま
し
た
。	

（
編
集
委
員 

高
岡
聖
道
）

当時の思い出を語る酒井さん

ご挨拶される早川さん
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「
い
つ
か
ら
ぼ
く
た
ち
は
、
い
の
ち
が
見
え
な
く
な
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、約
三
十
年
に
わ
た
っ
て
「
屠

場
」
を
記
録
し
続
け
た
と
い
う
写
真
集
で
す
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
屠
場
」。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
Ａ
ｂ
ａ
ｔ
ｔ

ｏ
ｉ
ｒ
」
は
、
辞
書
で
ひ
く
と
「
食
肉
処
理
場
」
と
出
て
き

ま
し
た
。

　
「
屠
殺
場
」
が
「
食
肉
処
理
場
」、「
食
肉
市
場
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
う
古
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
屠
殺
場
」
か
ら
「
殺
」
と
い
う
字
を
抜
い
て
「
屠
場
」。

東
日
本
で
は
「
と
じ
ょ
う
」、
西
日
本
で
は
「
と
ば
」
と
読
む

と
い
い
ま
す
。

　

な
ぜ
「
殺
」
が
抜
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
屠
」
と
い
う

字
も
ま
た
、「
殺
」
と
同
意
と
い
う
こ
と
で
「
と
場
」
と
表
記

さ
れ
た
り
も
し
て
き
ま
し
た
。
果
て
に
「
食
肉
処
理
場
」「
食

肉
市
場
」「
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
「
食
肉
セ
ン
タ
ー
」
で
は
な
く
、「
屠
場
」。

　

時
代
と
と
も
に
言
葉
は
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
施

設
も
機
械
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
変
わ
ら
な
い
差
別
の

眼
差
し
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
食
す
る
者
に
は
向
け
ら

れ
な
い
不
平
等
な
目
線
で
す
。

　

い
つ
も
食
べ
る
側
の
私
が
「
気
に
な
る
一
冊
」
で
す
。

（
編
集
委
員　

米
澤
典
之
）

『屠場』- Abattoir – 
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「屠場」が原案となった映画が完成！

　日常の食卓にのぼり、口にする肉。しかしいのちあるものが肉となり食卓に届くまでの行
程は、あまり多くの人に知られるところではない。
　モデルとなった北出精肉店では、７代に渡り家族で牛を育て、手作業で屠畜を行い、その
肉を自営の精肉店で販売し、生計を立ててきた。
　彼らは７００ｋｇにもなる牛を命をかけて屠り、見事な手つきで内蔵を捌く。
　確かな経験と技術により、牛は鮮やかな肉になっていく。厳かに行われるその作業と光景は、
屠畜にまつわる様々な先入観を払いのけ、そこからは有機的に関係し合う肉と肉、いのちと
いのちの姿が実態を持って立ち表れてくる。
　しかし１０２年続いてきた公営と畜場が、輸入肉や大規模屠場への統合の影響により、今
春閉鎖されることになった。そして最後の屠畜作業を記録することから本作の撮影は始まっ
た。

http://www.seinikuten-eiga.com/ より

2013年11月29日（いい肉）の日から全国順次公開中！
（編集委員　米澤典之）

『ある精肉店のはなし』
監督　纐

はなぶさ

纈あや
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編集後記
▼ネルソン・マンデラ氏の訃報。その不屈の精神は、27 年もの牢獄
生活を強いた差別者への報復ではなく、終身刑を科したその社会と
の共生。白人社会がどれだけ報復を恐れたか考えたとき、かつての

「解放令反対一揆」を思った▼遠い異国の昔話ではない。差別階級
制度が廃止されてもまだまだ因習に縛られている教団において、同
関協の「不屈なる解放精神」とは何かと考える▼朝野温知先生の 33
回忌法要で「同朋教団建設を訴える」が朗読された▼「だより」の
前身「協議会報」第９号に寄せられた同関協参与のこの「提言」の
中に「浄土真宗の本源を暗く陰湿で奥深い観念の妄執の世界から、
人類の世界的視野に立って見直すことができるような、どえらい道
を拓いてくれた」人物として武内了温師の名が挙げられている▼し
かしその孤軍奮闘ではビクともしない「東本願寺の体質」とも▼マ
ンデラ氏の成果が、差別者と被差別者の両方から願われたもので
あったとするならば、未だに古い封建的な体質を克服できない教団
には、差別を「是」とする制度・機構が遺されてあるといっていい
のではないか▼武内了温師が目指した方向と、いま教団が向かおう
としている道はつながっているのか。そのことに目を光らせながら、
教団に声を挙げていく役割を感じるとき、同関協の主体的な行動力
と解放論の研究の必要性を感じる▼“宗教に差別のない世界を求め
て”発会した同関協。40 周年を前に同関協の三役が改選された。前
会長には６期 24 年の労。コラムも毎号欠かすことなくご執筆いた
だいた。新会長のコラムもお楽しみに▼次回の「だより」は 50 号。
これまでの歩みを確かめ、これから歩む道を発信し続けたいと思い
ます。	 （編集委員 米澤典之）

同
関
協
道

　
遠
い
記
憶
の
中
で
「
あ
そ
こ
の
ム
ラ
を
通
っ
て
帰
る
と
、
怖
い
し
危
な
い
か
ら
」

と
、
周
り
の
大
人
た
ち
か
ら
囁
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

死
牛
馬
の
処
理
を
職
業
と
し
て
い
た
ム
ラ
の
人
た
ち
の
住
環
境
や
施
設
も
表
面
的
に

変
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、「
先
々
代
の
お
ば
あ
さ
ん
が
語
っ
て
い
た
」
な
ど
と

い
う
形
で
、
部
落
差
別
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
同
和
教
育
も
同
和
対
策
特
別

事
業
も
な
い
頃
、
怖
く
も
汚
く
も
な
い
こ
の
道
を
同
級
生
と
あ
る
き
な
が
ら
、
何
故

そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る
の
か
子
ど
も
心
に
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
解
放
運
動
も
高
揚
し
て
い
た
一
九
八
〇
年
、
こ
の
地
の
隣
保
館
に
て
行
わ
れ
た
解

放
文
化
祭
で
、
沖
縄
出
身
の
彫
刻
家
金
城
実
さ
ん
と
、
ひ
と
り
芝
居
「
天
の
魚
」
で

水
俣
病
を
訴
え
続
け
た
、
今
は
亡
き
砂
田
明
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
金

城
さ
ん
は
、「
戦
争
と
人
間
」
と
題
し
、
先
の
大
戦
で
米
軍
の
上
陸
戦
と
日
本
軍
に

よ
る
強
制
集
団
自
決
と
い
う
沖
縄
の
人
々
の
苦
悶
を
大
壁
画
に
し
て
、
成
田
か
ら
沖

縄
ま
で
縦
断
し
て
い
く
途
中
、
こ
こ
に
立
ち
寄
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
出
会
い
の
中
で
、
改
め
て
日
本
と
い
う
国
の
事
を
、
部
落
差
別
、
沖
縄
、
水

俣
を
通
じ
て
考
え
て
い
く
機
会
を
与
え
ら
れ
、
我
が
身
の
事
と
し
て
教
え
ら
れ
た
の

で
す
。
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
時
代
は
違
っ
て
も
、
人
間
を
人
間
と
し
て
見
よ
う

と
し
な
い
差
別
の
上
に
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
今
日
ま
で
続
い
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
そ
の
責
任
を
国
も
行
政
も
、
企
業
も
、
教
団
も
誰
も
取

ろ
う
と
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
実
は
そ
の
国
・
企
業
が
・
教
団
が
自
分

で
あ
る
こ
と
に
、
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
は
、
規
定
前
文
の
中
で
、「
私
た
ち
は
、
教
団
内
外
に
お

け
る
部
落
差
別
の
克
服
を
願
い
と
し
、
差
別
に
苦
し
む
も
の
が
一
人
で
も
い
る
限
り
、

そ
の
差
別
か
ら
の
解
放
を
自
ら
の
課
題
と
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
願
念

仏
の
教
え
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
か
ら
の
解
放
を
、
願
う
道
へ
と
通
じ
て
い
ま

す
。

真
宗
大
谷
派
同
和
関
係
寺
院
協
議
会
会
長
　
菊
池 

成
明
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